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お
　
願
　
い

住
所
、
氏
名
、
勤
務
先
等

の
変
更
が
あ
り
ま
し
た
際

は
御
手
数
で
も
同
窓
会
事

務
局
ま
で
お
知
ら
せ
下
さ

い
。
会
員
の
消
息
等
も
歓

迎
い
た
し
ま
す
。

昭
和
三
十
六
年
八
月
五
日
午
後
二
時
よ
り
母
校
周
事
館
に
於
て
三
十
六
年
度
同
窓
会

総
会
が
開
か
れ
た
。
参
加
者
盲
余
名
、
山
中
校
長
、
三
田
鼓
請
氏
（
理
事
長
御
子
息
）

も
出
席
さ
れ
盛
会
で
あ
っ
た
。
規
約
改
正
で
は
懸
案
の
会
費
問
題
が
論
議
の
焦
点
と
な

っ
た
が
、
結
局
、
終
身
会
費
（
千
円
）
制
度
へ
踏
み
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。
以
下
は
日

野
岳
総
務
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
総
会
報
告
で
あ
る
。

総
務
か
ら
総
会
の
経
過
概
要

並
に
決
定
事
項
を
御
報
告
申
上

げ
ま
す
。

H
、
松
見
同
窓
会
長
よ
り
会
員

各
位
の
御
協
力
に
対
す
る
謝
意

と
、
会
務
運
営
の
方
針
、
将
来

へ
の
指
向
に
ふ
れ
た
挨
拶
か
あ

り
、
山
中
学
校
長
か
ら
は
各
界

に
お
け
る
同
窓
生
の
活
綴
状
況

の
報
告
、
三
田
理
暮
長
か
ら
は

当
総
会
の
盛
会
さ
と
、
将
来
性

に
つ
い
て
称
滑
祝
辞
が
あ
っ
た

後
、
佐
藤
新
平
氏
（
二
何
卒
、

水
沢
高
校
教
頭
）
を
議
長
と
し

て
協
議
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

臼
、
昭
和
三
十
五
年
度
決
算
に

つ
い
て
別
記
の
通
り
承
認
さ
れ

ま
し
た
が
、
こ
の
決
算
は
三
十

四
年
八
月
一
日
か
ら
三
十
六
年

七
月
三
十
一
日
ま
で
の
二
か
年

分
の
も
の
で
す
。

臼
、
昭
和
三
十
六
年
度
予
算
に

つ
い
て
、
同
窓
会
発
足
以
来
予

質
実
な
る
も
の
が
上
程
さ
れ
た

こ
と
な
く
、
執
行
結
果
だ
け
が

報
告
さ
れ
承
認
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
本
年
度
か
ら
別
記
の
■
よ

う
な
予
算
案
を
崩
成
し
総
会
に

上
程
、
硯
々
活
発
な
意
見
の
開

娘
が
あ
り
決
意
さ
れ
ま
し
た
。

尚
支
出
予
井
項
日
中
の
会
報

発
行
は
年
一
同
と
し
ま
す
が
、

母
校
の
r
石
桜
新
聞
」
を
同
窓

会
介
と
し
て
千
五
百
部
を
購
入

し
、
タ
ブ
ロ
イ
ド
版
程
度
の
同

窓
会
報
（
即
ち
本
紙
）
と
共
に
お

送
り
す
る
わ
け
で
す
。

四
、
事
務
手
当
と
い
う
の
は
母

校
在
勤
の
同
窓
各
位
に
名
簿
作

製
を
は
じ
め
と
し
て
、
事
務
処

理
礪
穀
に
つ
い
て
御
奉
仕
を
願

っ
て
居
り
ま
す
が
、
い
よ
い
よ

本
格
的
運
営
に
取
り
か
か
る
こ

と
に
な
れ
ば
、
校
務
外
の
事
務

が
更
に
多
端
と
な
り
、
御
苦
労

隣
い
ま
す
の
で
御
慰
労
の
一
端

と
し
て
差
上
げ
る
よ
う
に
計
上

し
た
も
の
で
す
。

国
　
母
校
も
創
立
以
来
三
十
七

周
年
と
な
り
、
本
会
が
同
窓
生

自
身
に
ょ
っ
て
運
営
さ
れ
る
上

祝
発
刊

学
校
長
山
中
順
三

卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
元
気

で
職
場
に
学
窓
に
活
躍
の
こ

と
、
こ
れ
に
過
ぎ
る
喜
び
は

あ
り
ま
せ
ん
。

母
校
も
創
立
以
来
三
十
六

年
を
閲
み
し
、
卒
業
生
三
千

三
百
余
を
数
え
、
学
界
に
、

教
育
界
に
、
実
業
界
に
、
官

界
に
と
未
当
に
目
覚
ま
し
い

活
躍
振
り
で
あ
り
ま
し
て
、

「
建
学
の
精
神
随
所
に
実
現

さ
る
」
と
申
す
べ
き
で
あ
り

ま
し
ょ
ぅ
。

こ
の
時
に
当
り
、
同
窓
会

が
会
見
と
の
連
絡
を
密
に
し

母
校
へ
の
協
力
、
後
援
を
強

め
る
た
め
、
会
則
の
改
訂
、

会
報
の
発
行
を
敢
行
さ
れ
た

こ
と
は
、
誠
に
時
宜
に
適
し

た
企
て
で
あ
り
、
本
当
に
嬉

し
く
、
且
つ
は
有
難
く
存
じ

て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
一

層
の
協
力
を
私
か
ら
も
お
敵

い
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

尚
、
こ
の
上
と
も
、
皆
さ

ん
に
は
健
康
に
留
意
の
上
、

「
や
れ
ば
出
来
る
」
　
の
石
按

精
神
の
も
と
、
一
層
の
摘
進

を
お
祈
り
申
し
ま
す
。

l
t
．
s
 
S
e
k
i
？
S
p
l
r
i
t
e
d

d
O
認
i
t
＼

う
に
な
っ
て
か
ら
も
十
数
年
に

な
り
ま
し
た
。
し
か
る
に
基
礎

財
源
が
な
い
た
め
、
何
一
つ
母

校
推
進
に
役
立
つ
事
業
も
な
し

得
な
い
現
状
で
あ
り
ま
す
。
今

す
ぐ
に
出
来
な
い
と
し
て
も
他

日
そ
れ
が
出
来
ま
す
よ
う
に
、

今
か
ら
逐
次
財
源
の
蓄
積
を
し

て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
、
今
年

度
取
敢
え
ず
十
万
円
だ
け
を
基

金
と
し
、
向
後
毎
年
残
金
の
一

部
を
基
金
に
積
立
て
て
ゆ
き
た

い
と
息
っ
て
ま
す
。

閃
、
会
則
一
部
改
訂
に
つ
い
て

金
側
第
十
二
条
に
よ
れ
は
（
昭

和
二
十
七
年
改
正
）
卒
業
時
に

入
会
金
百
円
、
会
費
盲
円
（
毎

年
）
と
な
っ
て
居
り
ま
す
が
、

現
在
の
経
済
事
情
か
ら
い
っ
て

も
、
又
今
後
の
同
窓
会
の
活
動

か
ら
い
っ
て
も
．
こ
の
程
度
七

は
不
適
当
だ
と
息
は
れ
ま
す
。

論
議
の
う
え
、
新
卒
業
生
（
昭

和
三
十
七
年
三
月
卒
）
か
ら
は

卒
業
時
に
入
会
金
言
円
、
終
身

会
衆
千
円
を
納
入
す
る
こ
と
。

又
過
年
度
卒
業
生
は
改
め
て
千

円
を
納
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
（
分
納
も
可
）

納
入
方
法
は
、
0
個
人
毎
に

同
封
の
穣
替
用
紙
利
用
、
⑳
臆

場
支
郡
毎
に
一
括
し
て
、
⑳
地

域
支
孤
毎
に
一
括
し
て
、
0
各

回
理
薯
に
委
託
し
て
、
◎
直
接

同
窓
会
塞
細
烏
に
、
の
何
れ
の

方
法
で
も
よ
ろ
し
い
で
す
が
、

何
れ
に
せ
よ
大
会
の
運
営
財
源

が
新
卒
業
生
の
み
に
依
作
し
な

い
よ
う
御
協
力
を
願
い
ま
す
。

田
、
役
且
改
選
に
つ
い
で
、
別

記
の
通
り
。

囲
、
顧
問
経
由
だ
つ
い
て
、
三

田
理
事
長
鹿
、
前
校
長
佐
々
木

哲
郎
殿
、
P
T
A
会
長
殿
（
P

T
A
会
長
は
雁
代
在
任
中
と
す

る
）
の
御
三
人
を
顧
問
と
し
て

就
任
方
を
お
尻
い
す
る
。

以
上
が
総
会
の
概
要
で
す
が

引
き
つ
づ
い
て
、
小
野
博
士
（

第
三
同
牢
、
岩
手
医
大
助
教
授

）
　
の
ア
メ
リ
カ
、
ハ
ー
バ
ー
ド

大
学
留
学
中
の
ス
ラ
イ
ド
に
ょ

る
ア
メ
リ
カ
見
開
の
お
話
し
が

あ
り
有
意
義
に
過
し
ま
し
た
。

本
会
役
員

会
　
長
　
松
見
　
得
明

副
会
長
　
戸
鴫
　
正
夫

同
　
　
　
栃
内
松
四
郎

総
　
務
　
日
野
岳
　
浩

同
　
　
柴
内
　
興
宗
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1

予
　
宝
金
代
入
金
計
　
葦
刷
傑
炊
根
当
金
芸
現
計

…
会
猶
…
合
諭
臆
讐

代
券

重
量
琵
g
E
泣
州
S
竜
套
詮
熟
達
賢
≡
蜜
誌
毒
蓮
蓬
き
量
等
苫
押
付
き
ざ
葦
蔓
墓
室
注
巨
竜
量
き
薫
き
§
挙
等
∞
重
義
琶
塗
更
茎
茎
澄
蚕
室
蔓
ざ
重
富
悪
寒
茸
注
導
室
温
葦
琶
表
苦
さ
華
等

発
刊
に
あ
た
っ
て

会
長
　
松
見
得
明

大
沢
川
原
も
と
を
お
く
、
我

が
中
学
の
同
じ
窓
し
大
正
十
五

年
（
昭
利
元
年
）
母
校
が
創
立

さ
れ
て
以
来
こ
こ
に
三
十
有
七

年
、
第
一
阿
生
は
既
に
約
五
十

で
あ
る
。
思
え
ば
余
り
に
も
速

い
時
の
経
過
で
あ
る
。

創
立
者
で
あ
る
三
田
漫
正
翁

鈴
木
初
代
校
長
を
始
め
そ
の
か

み
の
先
生
方
は
或
は
他
界
さ
れ

勇
退
さ
れ
、
他
に
転
ぜ
ら
れ
て

快
し
い
方
々
は
既
に
一
人
も
居

ら
れ
な
い
。
校
舎
も
昭
和
十
一

年
に
大
沢
川
原
か
ら
長
町
の
現

在
地
に
移
転
新
築
さ
れ
、
校
名

も
岩
手
中
学
校
、
岩
手
商
等
学

校
と
二
通
り
の
呼
称
を
も
つ
に

至
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
形
体
亀
内
容
組

織
も
変
り
1
過
去
の
記
憶
を
呼

び
起
し
、
懐
旧
の
情
を
催
さ
せ

る
よ
ず
が
と
な
る
も
の
は
何
一

つ
残
っ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
校
門
の
前
に
仔
立
す
る

時
、
岩
手
中
・
高
校
の
名
を
耳

に
す
る
時
、
ま
ざ
ま
ざ
と
過
去

の
記
憶
が
胸
中
を
去
来
し
、
懐

し
さ
で
い
っ
ぱ
い
に
な
る
。
こ

れ
は
私
一
人
だ
け
の
感
懐
で
は

な
く
、
卒
業
生
の
誰
も
が
い
た

だ
く
感
懐
で
あ
ろ
う
。
不
思
議

な
生
命
と
魅
力
を
も
つ
も
の
、

1
母
校
－
で
あ
る
。

同
窓
会
も
工
藤
会
長
、
松
浦

会
長
と
二
代
に
亘
っ
て
逐
次
形

体
を
整
え
、
不
肖
私
が
第
3
代

目
と
し
て
．
ハ
ト
ソ
を
渡
さ
れ
、

｝
非
才
を
も
省
み
ず
そ
の
責
を
担

う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
私

は
同
窓
会
と
は
一
体
ど
ん
な
も

の
だ
ろ
う
と
考
え
て
み
た
。

私
は
こ
う
思
う
。
同
窓
会
と

い
う
も
の
は
何
も
会
組
級
そ
の

も
の
だ
け
を
意
味
す
る
も
の
で

は
な
く
、
勿
論
会
長
以
下
役
員

を
も
っ
て
開
成
さ
れ
て
い
る
執

行
部
を
さ
す
の
で
も
な
い
。
二

・
三
人
の
集
い
で
あ
っ
て
も
、

そ
れ
は
同
窓
会
で
あ
り
、
母
校

に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
り
在
学

当
時
の
思
い
出
を
語
り
合
う
こ

と
も
同
窓
会
活
動
の
一
つ
で
あ

り
、
友
の
身
の
上
を
思
い
や
る

の
も
同
窓
愛
の
表
れ
で
あ
る
。

し
て
み
れ
ば
我
々
の
集
う
と
こ

ろ
「
枚
が
中
学
の
同
じ
恋
し
の

世
界
で
あ
り
「
心
ひ
と
し
く
健

や
か
な
」
心
の
交
流
で
あ
り
「

高
き
速
き
に
憧
れ
る
」
生
命
の

発
展
に
他
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
た
だ
そ
れ
だ
け
で

は
実
体
だ
け
に
止
ま
り
、
そ
れ

に
伴
う
形
体
が
な
い
こ
と
に
な

る
。
そ
こ
に
同
窓
会
な
る
団
体

が
形
作
ら
れ
、
中
核
と
し
て
の

鼻
が
お
か
れ
事
業
が
必
要
に
な

っ
て
く
る
。
そ
こ
で
私
は
こ
の

会
を
も
っ
と
体
系
づ
け
、
そ
の

活
動
を
集
約
し
、
実
践
活
動
を

強
化
し
た
い
と
考
え
た
の
で
あ

る
。
役
員
各
位
の
御
協
力
を
得

て
総
務
か
ら
発
表
し
た
暮
柄
が

そ
の
一
つ
の
現
わ
れ
で
あ
る
が

そ
の
計
画
が
実
現
す
る
も
し
な

い
も
、
卒
業
生
一
人
々
々
の
肩

に
か
か
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て

極
端
に
云
う
な
ら
ば
私
の
費
で

は
な
い
と
も
云
え
る
と
患
う
。

何
故
な
ら
、
同
窓
会
は
卒
業
生

一
人
々
々
の
も
の
だ
か
ら
で
あ

る
。ど
う
か
、
や
が
て
会
誌
発
行

ま
で
辿
り
つ
き
た
い
念
駅
で
石

疲
と
共
に
初
め
て
活
版
刷
り
に

し
て
発
行
し
た
会
報
を
お
読
み

い
た
だ
い
て
母
校
発
展
、
同
窓

会
充
実
の
た
め
お
力
添
え
を
賜

わ
る
よ
う
お
願
い
し
て
止
み
ま

せ
ん
。
尚
三
田
翁
の
こ
と
に
つ

い
て
も
懐
し
い
思
い
出
を
番
き

た
か
っ
た
が
紙
数
の
都
合
で
潮

愛
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ

の
次
は
皆
さ
ん
か
ら
舞
の
■
思
い

出
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

発
刊
の
こ
と
ば

副
会
長
　
戸
嶋
正
夫

ク
夢
多
か
り
し
少
年
時
代
、

な
つ
か
し
き
想
い
出
が
学
食
の 隅

々
に
刻
ま
れ
て
い
る
青
春
時

代
、
こ
れ
こ
そ
吾
が
愛
す
る
何

校
で
あ
る
。
〃

こ
の
度
各
位
の
要
望
に
上
っ

て
同
窓
会
の
近
況
を
お
知
ら
せ

す
る
会
報
の
発
刊
を
み
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
の
は
御
同
慶
の

至
り
で
す
。
今
ま
で
も
再
三
こ

の
企
画
を
考
え
ま
し
た
が
発
刊

の
機
に
恵
ま
れ
ず
、
徒
ら
に
樗

想
の
み
で
伸
展
を
み
ず
に
参
り

ま
し
た
。
し
か
し
今
後
は
同
窓

生
各
位
が
共
々
こ
の
会
報
を
吾

成
し
、
血
の
通
う
も
の
に
し
て

ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

創
立
三
十
七
年
を
経
て
同
窓

会
員
も
三
千
三
百
人
を
数
え
、

益
々
母
校
が
発
展
し
、
隆
盛
を

極
め
て
参
り
ま
し
た
。

こ
の
会
報
は
盛
岡
を
離
れ
て

各
方
面
に
お
い
て
活
躍
さ
れ
て

お
り
ま
す
同
窓
生
に
は
母
校
と

の
連
絡
機
間
と
も
な
り
、

で
も
あ
る
と
存
じ
ま
す
。

故
郷
の
山
河
は
年
を
経
る
ほ

ど
美
し
き
と
供
し
さ
か
深
く
感

ぜ
ら
れ
る
も
の
と
息
は
れ
ま
す

が
、
母
校
の
故
里
も
、
校
合
の

内
も
外
も
老
朽
化
は
し
て
き
ま

し
た
が
、
何
か
そ
の
底
流
に
は

心
に
溶
け
込
む
芳
し
さ
と
、
あ

た
た
か
さ
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う

な
気
が
い
た
し
ま
す
。
各
地
方

に
お
ら
れ
る
方
々
に
少
し
で
も

こ
の
企
て
が
役
立
ち
、
心
の
慰

め
と
も
な
っ
て
い
た
だ
く
よ
う

念
蔚
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

年
は
常
に
流
転
し
、
新
し
い

後
輩
は
毎
年
社
会
へ
ス
タ
ー
ト

し
て
参
り
ま
す
。
各
位
に
は
よ

き
先
輩
と
し
て
愛
情
と
戒
厳
あ

る
据
導
と
に
よ
り
母
校
発
展
の

原
動
力
と
な
っ
て
い
た
だ
き
た

く
思
い
ま
す
。
こ
れ
こ
そ
石
桜

の
学
舎
で
学
ん
だ
者
の
み
が
知

る
心
の
繁
り
で
も
あ
る
と
信
じ

ま
す
。
県
内
外
に
お
け
る
各
支
部
各

位
の
御
得
力
と
団
結
に
ょ
り
ま

し
て
、
益
々
母
校
に
光
椰
あ
ら

し
め
る
よ
う
お
餅
い
い
た
し
発

刊
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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石
桜
教
職
員
会
報
告

遠

　

藤

　

巽

　

中

昭
和
三
十
四
年
八
月
、
訟
見

得
明
（
魚
沢
尻
工
高
）
石
川
新

太
郎
（
一
戸
高
校
）
河
島
光
堆

（
百
学
校
）
君
の
間
よ
り
岩
手

中
学
校
、
岩
手
高
等
学
枚
卒
業

生
に
し
て
教
職
関
係
の
仕
事
に

従
暮
す
る
者
首
五
十
名
を
超
え

る
よ
う
で
あ
る
が
、
会
を
組
緻

し
て
相
互
の
親
睦
と
教
育
研
修

を
し
て
は
如
何
と
の
意
見
が
あ

り
、
発
起
人
三
十
八
名
を
選
出

し
て
依
頼
状
を
発
送
せ
り
。

同
時
に
会
則
集
及
び
総
会
案

内
状
を
発
送
し
、
昭
和
三
十
四

年
八
月
二
十
二
凋
発
会
総
会
を

開
催
せ
り
。
（
当
日
の
出
席
者

二
十
四
名
）

河
曲
君
の
開
会
の
挨
拶
に
始

ま
り
、
発
起
人
代
表
松
見
君
の

挨
拶
、
石
川
君
の
経
過
報
告
あ

り
、
岩
手
高
等
学
校
長
山
中
版

三
氏
の
挨
拶
の
あ
と
私
が
職
長

と
な
り
、
次
の
会
則
を
審
識
決

．
定
せ
り
。石桜
教
職
員
会
々
則

一
、
こ
の
会
は
、
石
桜
教
職
且

会
と
い
1
事
務
所
を
岩
手
高

等
学
校
内
に
お
く
。

二
、
こ
の
会
は
、
岩
手
中
高
等

学
校
出
身
の
県
内
教
職
員
を

以
て
組
織
し
、
相
互
の
親
睦

と
教
育
研
鯵
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

三
、
こ
の
会
は
、
前
項
の
目
的

を
達
成
す
る
た
め
に
次
の
事

業
を
行
う
。

1
会
員
名
簿
の
発
行

2
会
報
の
発
行

1
枚
育
座
談
会
の
開
催

－
懇
談
会
の
開
催

四
、
こ
の
会
の
役
員
は
次
の
通

り
と
す
る
。

理
事
長
一
名
、
理
事
四
名
（

県
北
、
中
部
、
県
南
、
沿
岸

の
四
ブ
ロ
ッ
ク
よ
り
各
一
名

）
常
任
理
事
若
干
名
（
盛
岡

市
在
住
者
）

五
、
こ
の
会
に
厩
間
を
お
く
こ

と
が
で
き
る
。

六
、
役
員
の
任
務
、
選
出
、
任

期
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

1
理
事
長
は
、
会
を
代
表
し

会
務
を
統
理
し
、
総
会
を
召

集
す
る
。

2
理
事
は
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
中

心
と
な
り
、
会
務
の
寄
港
正

当
る
。

ユ
ニ
常
任
理
事
は
、
会
務
を
執

行
す
る
。

4
選
出
は
総
会
に
お
い
て
す

る
0

～
二
軍
員
の
任
期
は
一
年
と
す

る
。
但
し
．
禿
任
は
妨
げ
な

い
。

七
、
余
儀

1
総
会
、
毎
年
八
月
に
開
腺

し
、
役
員
の
改
選
、
そ
の
他

必
要
事
項
を
決
議
す
る
。

2
理
事
会
、
年
一
国
総
会
直

前
に
開
催
し
、
各
ブ
ロ
ッ
ク

の
状
況
報
告
並
に
総
会
に
提

出
す
べ
き
原
案
の
審
義
を
行

な
う
。

－
常
任
理
事
会
、
総
会
に
提

出
す
べ
き
原
案
の
作
成
並
に

庶
務
会
計
の
任
に
当
る
。

4
臨
時
総
会
、
理
郡
長
或
は

常
任
理
事
が
必
要
と
認
め
た

場
合
、
適
宜
召
集
開
催
す
る

こ
と
が
出
来
る
。

八
、
こ
の
会
の
経
攻
は
、
会
費

牢
頓
首
円
】
及
び
寄
附
金
を

も
っ
て
充
当
す
る
。

九
、
こ
の
会
の
会
計
年
度
は
、

八
月
一
日
か
ら
翌
年
の
七
月

三
十
一
日
ま
で
と
す
る
。

附
則
　
こ
の
会
則
は
昭
和
三
十

四
年
八
月
二
十
二
日
か
ら
施

行
す
る
。

引
続
き
顧
問
に
、
岩
手
奨
学

会
理
事
長
三
田
諷
一
氏
、
前
岩

手
中
・
高
等
学
校
長
佐
々
木
哲

郎
氏
、
著
手
中
・
高
等
学
校
長

山
中
型
二
氏
、
一
ノ
関
工
業
高

等
学
校
長
牟
岐
鰭
堆
氏
を
推
薦

し
、
役
員
を
次
の
如
く
遠
出
せ

り
○
理
事
長
　
　
松
見
　
得
明

（
黒
工
商
）

理
事
　
（
県
北
）
石
川
新
太
郎

（
一
戸
苗
）

〃
　
　
串
郡
）
日
時
隆
太
郎

（
遠
野
高
）

〃
　
　
在
荷
）
小
沢
　
東
基

（
岩
谷
堂
高
）

ク
　
　
（
沿
岸
）
汝
岡
　
茂
行

（
宮
古
小
）

常
任
理
事
小
野
大
沢
近
藤
遠
藤
佐
二
膿

河
鳥
川
村
菊
地
高
摘
武
蔵

一
男
二
医
　
大
）

光正貫

靖
（
岩
　
大
）

は
二
教
育
庁
）

中
（
岩
　
高
）

書

壷
　
工
）

堆
盲
学
校
一

冷
（
府
　
中
）

武
男
（
仙
北
中
）

武
男
（
城
南
小
）

半
裁
三
青
山
小
）

昭
和
三
十
七
年
一
月
二
十
七

日
、
第
二
回
総
会
開
催
当
日
は

岩
手
高
等
学
校
長
山
・
甲
嘩
二
氏

一
ノ
関
工
業
高
等
学
校
長
牟
岐

欝
雄
虎
の
外
三
十
七
名
の
出
席

者
が
あ
り
、
在
学
時
代
の
思
い

出
現
下
の
教
育
問
題
に
話
題
が

つ
き
ず
、
次
回
に
は
本
会
目
的

の
l
つ
で
あ
る
教
育
研
修
鹿
央

の
発
表
を
的
し
、
八
時
解
散
せ

り
。
尚
、

1
、
役
員
止
近
藤
博
君
（
教

育
庁
）
盛
岡
一
高
に
転
任

に
つ
き
菊
池
強
者
（
教
育

庁
）
を
選
出
の
外
重
任
。

2
、
松
見
垣
事
長
よ
り
、
同

窓
会
総
会
決
定
事
項
中
、

終
身
会
費
一
千
円
納
入
の

連
絡
あ
り
た
り
。

最
後
に
、
妻
の
た
め
海
野

政
雄
君
（
北
上
農
業
）
が
名
簿

を
作
成
下
さ
い
ま
し
た
こ
と
を

連
絡
い
た
し
ま
す
と
共
に
、
そ

の
労
を
感
謝
い
た
し
ま
す
。

支

部

便

け

三
人
寄
れ
ば
「
岩
中
会
」
が

出
来
る
と
云
わ
れ
る
が
、
地
区

に
、
職
場
に
、
学
園
に
支
部
は

糞
生
し
、
組
織
さ
れ
て
い
る
。

以
下
は
本
部
に
連
絡
の
あ
っ
た

支
部
便
り
。

志
和
岩
中
食
は
八
片
十
五
日

紫
波
町
哲
書
在
に
於
て
開
か
れ

た
。
参
会
者
次
の
通
り
。

城
戸
　
正
男
⊥
昭
和
八
年
卒
）

沼
川
　
武
男
（
同
十
二
年
卒
）

金
田
一
塁
造
（
同
二
十
年
卒
）

作
山
　
堆
一
両
三
一
年
草
）

小
田
中
彰
弘
両
二
二
年
彗

西
在
家
　
寛
丙
二
三
年
卒
）

弥
勒
地
武
彦
面
二
四
年
卒
）

捜
〓
沼
　
正
夫
（
伺
二
四
年
卒
）

阿
部
　
汚
也
（
同
二
四
年
卒
）

照
井
　
　
潔
（
同
二
五
年
卒
）

渡
辺
勇
次
郎
両
二
五
年
季
）

鷹
嫡
　
民
堆
（
同
二
六
年
卒
）

田
口
　
博
康
（
同
二
七
年
卒
）

佐
藤
　
恵
三
（
同
二
八
年
彗

鷹
粥
　
　
博
南
三
十
年
彗

城
戸
青
田

陽隆
司弥

（
同
三
三
年
卒
）

（
同
三
三
年
卒
）

鷹
弼
　
　
車
両
三
五
年
卒
）

昔
時
寛
四
郎
（
同
三
五
年
卒
）

小
田
中
史
夫
．
南
三
五
年
卒
）

尚
、
同
岩
中
会
は
結
成
以
来

十
三
年
に
な
る
由
。

北
上
地
区
岩
中
会
は
十
月
十

七
日
、
山
中
校
長
も
出
席
し
て

盛
会
、
参
会
者
次
の
通
り
。

松
見
　
博
明
（
昭
和
六
年
卒
）

目
時
隆
太
郎
（
同
　
八
年
卒
〕

藤
村
　
久
喜
二
同
　
六
年
卒
）

照
井
　
　
絆
丙
　
六
年
卒
）

志
田
　
良
温
（
同
　
六
年
卒
）

菅
野
　
　
実
（
同
　
七
年
牢
）

佐
々
木
隆
平
（
同
　
七
年
卒
）

未
亡
人

久
保
　
　
清
二
同
　
十
年
卒
）

佐
々
木
　
見
l
同
十
三
年
卒
）

佐
藤
　
芳
郎
（
同
十
三
年
卒
）

海
野
　
政
雄
（
同
十
九
年
卒
）

松
本
　
明
佳
二
同
二
五
年
牢
）

後
藤
　
　
憲
二
同
三
五
年
卒
）

岩
谷
費
地
区
考
甲
金
は
十
一

月
十
七
日
に
開
催

三
好
　
太
郎
（
昭
和
八
年
苧

飯
宵
多
音
萌
二
同
十
四
年
空

小
沢
　
東
基
二
同
十
五
年
卒
）

筏菊杉

山地田

常
夫
（
同
二
三
年
卒
）

一
郎
一
同
二
三
年
卒
）

章
両
二
四
年
年
）

（
写
窪
は
志
和
岩
中
会
）

比
の
間
、
探
し
も
の
が
あ
っ

て
押
入
れ
を
聞
け
た
ら
、
十
文

字
に
く
ゝ
つ
た
古
い
封
雷
や
、

は
が
き
の
東
が
出
て
来
た
。
何

げ
な
く
ほ
ど
い
て
次
々
と
見
て

．
ゆ
く
－
職
前
戦
中
の
も
の
で
あ

る
。
父
か
ら
の
も
の
、
会
津
の

救
え
子
か
ら
の
も
の
、
友
人
か

ら
の
も
の
、
そ
れ
に
大
空
魔
先

生
か
ら
戴
い
た
も
の
が
四
五
通

あ
っ
た
。
転
住
や
ら
顔
閲
や
ら
で
、
も

ぅ
と
っ
く
の
菅
に
散
逸
さ
せ
て

仕
舞
っ
た
も
の
と
は
か
り
思
っ

て
い
た
私
は
、
そ
れ
だ
け
に
胸

を
と
き
め
か
し
な
が
ら
読
み
耽

った。独
特
な
風
格
わ
あ
る
先
生
の

御
筆
跡
は
、
ま
こ
と
に
お
供
し

い
。
先
生

鮎
鮎
錆
机
叫

っ
て
来
る
息
い
が
し
た
。
昭
利

十
四
年
、
ま
だ
耽
職
難
の
頃
で

あ
る
が
、
就
職
に
つ
い
て
御
心

配
を
い
た
ゞ
い
た
こ
と
、
昭
利

十
八
年
、
父
の
病
に
ょ
っ
て
盛

岡
に
転
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
っ
た
際
の
、
一
方
な
ら
ぬ

お
骨
折
を
い
た
ゞ
い
た
こ
と
な

ど
濃
や
か
に
親
身
も
及
ば
な
い

程
の
御
親
切
を
寄
せ
て
い
た
ゞ

い
た
の
で
あ
る
。
今
更
の
様
に

今
は
亡
き
先
生
の
御
恩
を
潔
か

め
る
と
共
に
吾
が
身
の
不
甲
斐

な
さ
を
恥
じ
た
こ
と
で
あ
る
。

私
は
在
学
中
か
ら
先
生
を
特

に
尊
敬
申
上
げ
た
の
先
生
は
詰

襟
の
服
を
め
さ
れ
、
絹
子
は
俗

に
い
う
り
て
ハ
シ
ャ
ポ
や
、
校

章
を
光
ら
せ
な
が
ら
ス
テ
ッ
キ

を
つ
き
、
風
呂
敷
包
を
小
脇
に

か
ゝ
え
ら
れ
て
御
出
動
な
さ
る

途
上
、
よ
く
お
会
い
し
た
。
威

厳
の
中
に
も
親
し
さ
を
感
じ
て

い
た
も
の
で
あ
る
。

先
生
に
つ
い
て
の
息
出
は
限

り
な
く
あ
る
。
毎
日
の
棟
に
行

わ
れ
た
朝
礼
、
そ
の
お
話
は
た

い
て
い
身
近
か
な
こ
と
で
あ
っ

た
が
、
先
生
の
御
人
格
か
ら
歩

み
出
た
も
の
で
、
当
時
の
私
達

の
徳
性
に
ど
れ
程
し
み
遣
う
た

こ
と
か
は
か
り
知
れ
な
い
。

私
は
精
々
月
に
一
度
の
全
校

ガ
イ
ダ
ソ
ス
を
と
っ
て
い
る
が

そ
れ
さ
え
も
お
手
挙
げ
の
態
で

あ
る
。
朝
礼
の
際
は
き
ま
っ
て

御
老
令
の
山
田
亡
三
郎
先
生
が

立
た
れ
た
ま
1
速
記
を
さ
れ
、

学
期
に
何
度
か
　
ク
石
桜
〃
　
と

い
う
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。

何
時
ぞ
や
山
中
校
長
さ
ん
と

訣
偶
々
先
生
の
こ
と
に
及
ん
だ

際
、
校
長
室
の
戸
棚
の
奥
深
く

保
存
さ
れ
て
あ
る
創
刊
号
か
ら

の
　
ク
右
横
〃
綴
を
お
見
せ
い

た
ゞ
い
て
感
慨
を
新
た
に
し
た

こ
と
が
あ
る
。
右
横
精
神
の
源

が
秘
め
ら
れ
て
い
る
…
…
何
時

か
お
借
り
し
て
読
ん
で
み
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

蛇
の
鳥
は
三
田
さ
ん
の
巣
園

で
、
そ
こ
に
遠
足
が
企
て
ら
れ

た
こ
と
が
あ
っ
た
。
丁
度
そ
の

頃
、
農
園
に
は
西
洋
ス
ク
リ
が

の
先
生
が
何
時
に
変
り
な
く
、

怒
ら
ず
、
力
ま
ず
こ
ん
く
と

諭
さ
れ
た
。
確
か
に
当
時
の
私

達
の
何
げ
な
い
仕
業
に
も
、
何

か
強
く
考
え
さ
せ
ら
れ
た
っ
た

こ
と
を
思
出
す
。

勤
労
常
の
作
業
、
山
野
の
放

捗
、
妙
漉
寺
山
の
兎
符
、
寒
椿

古
納
会
の
お
汁
粉
、
了
フ
ソ
ソ

大
会
の
黒
砂
糖
の
お
湯
や
蕨
汁

観
武
ケ
原
で
の
ク
ロ
ス
カ
ソ
ト

リ
レ
ー
ス
、
そ
の
際
の
野
外
炊

事
の
豚
汁
等
々
、
す
べ
て
先
生

営
な
さ
れ
た
も
の
だ
と
頭
が
下

が
る
。
先
生
は
自
然
に
親
し
む
こ
と

勤
労
を
愛
好
す
る
こ
と
を
強
調

さ
れ
、
人
格
主
義
の
教
育
を
療

傍
さ
れ
た
。
私
の
心
に
今
で
も

焼
き
つ
い
て
い
る
こ
と
は
、
或

る
点
で
は
多
少
劣
る
こ
と
が
も

っ
て
も
、
こ
の
点
で
は
他
に
一

歩
も
引
を
と
ら
ぬ
ぞ
と
い
う
優

越
感
を
も
っ
て
努
力
せ
よ
と
お

そ
わ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

私
に
限
ら
ず
、
五
回
生
あ
た

太
室
庵
先
生

日
時
隆
太
郎

房
々
と
赤
く
執
し
て
い
た
。
私

達
は
ど
う
せ
三
田
さ
ん
の
も
の

と
甘
え
心
も
あ
っ
て
、
寄
っ
て

た
か
っ
て
瞬
く
間
に
平
げ
て
仕

舞
っ
た
。
そ
の
ス
ダ
リ
は
ジ
ャ

ム
の
材
料
と
な
る
値
の
す
る
の

だ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
太
空
席

先
生
が
早
速
三
田
さ
ん
か
ら

大
変
お
叱
り
を
う
け
た
と
い
う

一
件
が
あ
っ
て
、
そ
の
翌
日
で

も
あ
っ
た
ろ
う
か
。
多
分
日
限

だ
っ
た
と
思
う
が
、
全
校
生
徒

環
枚
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
和
服
瑳

の
御
方
針
に
よ
ら
れ
た
も
の
と

思
う
が
、
当
時
の
学
校
行
事
を

今
に
し
て
思
え
は
、
先
生
の
御

高
見
が
察
せ
ら
れ
、
人
間
形
成

の
草
素
と
し
て
如
何
に
大
事
な

も
の
か
を
痛
感
す
る
。
と
か
く

昨
今
の
棟
に
公
私
立
を
問
わ
ず

そ
ら
学
力
向
上
だ
、
大
学
入
試

だ
と
、
一
寸
誤
れ
ば
大
事
な
も

の
を
見
失
っ
て
、
ガ
リ
勉
を
強

い
る
結
果
と
な
る
憬
な
し
と
し

な
い
こ
と
を
思
う
に
つ
け
て
、

ま
こ
と
に
特
色
豊
か
な
学
校
経

り
ま
で
の
ど
な
た
も
凪
起
し
て

い
た
ゞ
け
る
と
思
う
が
、
校
舎

内
外
の
大
清
掃
を
初
め
と
し
て

学
校
行
事
す
べ
て
職
員
生
徒
一

丸
と
な
っ
て
当
っ
た
も
の
で
、

正
に
バ
イ
オ
ニ
ヤ
ス
ビ
川
′
サ
ト

が
充
ち
満
ち
て
い
た
。

栃
木
県
女
子
師
範
学
校
長
を

最
後
に
お
や
め
に
な
ら
れ
た
先

生
は
、
郷
土
の
子
弟
教
育
の
た

め
、
い
ち
私
立
学
校
の
初
代
校

長
を
御
決
意
き
れ
た
も
の
だ
っ

た
と
い
う
。
に
も
拘
ら
ず
草
創

間
も
な
く
、
呉
の
中
学
校
長
と

し
て
御
栄
転
は
な
さ
れ
た
も
の

ゝ
、
そ
の
間
何
か
仔
細
の
事
情

も
あ
ら
れ
た
棟
で
あ
る
。
当
時

私
は
四
年
生
で
あ
っ
た
と
思
う

が
、
夜
分
公
園
の
広
場
に
級
友

相
集
っ
て
先
生
の
お
宅
を
訪
れ

御
留
任
を
お
頃
い
し
た
こ
と
を

息
出
す
。
事
情
は
す
で
に
私
達

の
力
で
は
及
ぶ
べ
く
も
な
く
、

お
別
れ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
っ
た
。
告
別
式
の
場
面
が
今
日
な
お

雰
集
と
し
て
蘇
っ
て
来
る
。
講

堂
の
隅
々
か
ら
す
1
り
泣
く
声

が
増
し
て
来
る
。
私
も
胸
が
つ

ま
っ
て
、
遂
床
の
上
に
大
き
な

涙
の
こ
ぼ
れ
る
の
を
止
め
得
な

か
っ
た
。
そ
の
時
の
お
話
の
う

ち
私
の
記
憶
に
残
っ
て
い
る
こ

と
は
、
岩
手
山
麓
に
放
牧
さ
れ

て
悠
々
と
革
を
は
ん
で
い
る
馬

が
、
南
部
の
駿
馬
と
し
て
天
下

に
名
だ
だ
た
る
棟
に
、
や
が
て

君
達
の
中
か
ら
も
き
っ
と
固
ま

有
為
の
人
材
が
出
て
来
る
で
あ

ろ
う
。
そ
れ
を
期
待
し
て
止
ま

な
い
と
申
さ
れ
た
こ
と
で
あ
っ

た
。私
達
は
創
立
ま
だ
洗
い
母
校

の
三
回
生
と
な
る
べ
き
者
と
し

て
の
直
任
を
感
ず
る
と
典
に
、

先
生
の
御
樗
神
の
発
脇
と
校
運

の
隆
昌
を
念
じ
つ
1
努
力
を
誓

っ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
お
別
れ

後
は
と
か
く
問
題
を
起
し
が
ち

で
、
級
友
間
で
リ
ソ
チ
も
あ
っ

た
。
銀
行
の
．
ハ
エ
ヴ
ク
で
修
学

旅
行
の
積
立
金
が
と
れ
な
く
な

る
。
迷
ぞ
生
涯
の
凰
出
と
な
る

べ
き
施
行
も
出
来
ず
に
仕
舞
っ

た
。
あ
れ
や
こ
れ
や
で
私
達
三

回
生
は
何
か
し
ら
そ
の
後
の
母

校
と
い
う
も
の
に
疎
ま
し
く
な

っ
た
様
に
思
わ
れ
る
。

岩
手
山
頂
に
建
て
ら
れ
た
先

生
の
樽
篭
に
か
1
る
あ
の
「
皇

風
永
滞
、
校
運
隆
昌
」
と
い
う

校
胱
樹
立
の
記
念
碑
に
私
の
心

が
結
び
つ
く
。
脚
絆
を
つ
け
、

草
鞋
を
は
か
れ
て
先
頭
切
っ
て

記
念
登
山
を
な
き
っ
た
先
生
の

お
啓
が
目
に
浮
か
ぶ
。
…
－
滞

き
退
き
に
あ
こ
が
る
‥
…
ナ
沢

川
原
に
も
と
を
お
く
、
宵
が
中

学
の
同
じ
馨
‥
‥
母
校
今
日
の

発
娘
を
喜
ぶ
に
つ
け
て
、
太
窓

庵
先
生
が
無
性
に
お
鰯
わ
し
く

思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。

（
筆
者
は
黒
沢
尻
南
高
校
長
）

菊
地
真
一
郎
⊥
同
二
五
年
卒
）

佐
藤
　
克
己
南
二
五
年
卒
）

高
村
　
衝
触
〓
同
二
六
年
卒
）

の
諸
氏
が
出
席
し
て
盛
会
、
学

校
時
代
の
息
い
出
に
ハ
ナ
が
さ

き
、
母
校
の
発
展
を
祈
念
し
て

散
会
し
た
。

他
に
東
京
岩
中
会
、
医
大
岩

中
会
か
ら
も
例
会
開
催
の
連
絡

が
あ
り
ま
し
た
。

岩
手
中
学
・
高
等
学
校

同
恵
会
々
則

第
一
条
　
本
会
は
岩
手
中
学
高

等
学
校
同
窓
会
と
称
す
る
。

第
二
粂
　
本
会
の
事
務
所
を
母

校
に
置
く
。

第
三
粂
　
本
会
は
会
見
相
互
の

親
睦
を
阿
り
、
交
誼
を
煙
く

し
、
母
校
の
繁
栄
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

欝
四
条
　
本
会
は
日
的
遂
行
の

た
め
左
の
事
業
を
行
う
。

一
会
誌
及
名
簿
の
発
行

】
　
総
会
及
懇
親
会
の
開
催

一
母
校
行
事
へ
の
参
加
緩
助

一
功
労
者
に
対
す
る
感
謝
表

彰一
其
他
必
要
と
認
め
た
事
項

第
五
毛
　
木
会
員
を
分
け
、
左

の
如
く
定
め
る
。

通
常
会
見
　
卒
業
生

（
卒
外
者
を
含
む
）

賛
助
金
長
　
政
職
員

（
旧
職
員
を
含
む
）

第
六
条
　
本
会
に
左
の
役
員
を

置
く
。

会
　
長
一
名

副
会
長
　
二
名

理
　
事
　
各
円
並
各
支
部
一

名

監
　
事
　
三
名

外
に
顧
問
を
際
く
こ
と
が
出

来
る
。

第
七
粂
　
役
員
の
任
期
は
二
年

と
し
、
何
遍
す
る
こ
と
が
出

来
る
。

第
八
粂
　
会
長
、
副
会
長
は
理

事
会
に
於
て
選
出
し
総
会
の

承
認
を
得
る
も
の
と
す
る
。

第
九
集
　
会
長
は
、
本
会
を
代

表
し
、
理
面
会
の
決
融
に
も

と
ず
き
一
切
の
会
務
を
銃
型

す
る
。

副
会
長
は
会
長
を
補
佐
し
、

会
長
事
故
あ
る
呼
は
そ
の
会

務
を
代
理
す
る
。

理
事
は
、
理
事
会
を
構
成
す

る
。
監
事
は
会
計
を
監
査
す
る
。

第
十
灸
　
理
事
会
は
重
要
な
る

事
項
を
審
議
執
行
す
る
。

第
十
一
条
　
本
会
は
年
一
回
稔

会
を
開
き
、
予
井
、
決
算
の

承
認
並
に
吉
壷
事
項
を
議
決

す
る
。
但
し
、
必
要
あ
る
場

合
は
臨
時
総
会
を
開
く
事
が

出
来
る
。

第
十
二
条
　
通
常
会
員
は
左
記

の
会
費
を
納
入
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

一
入
会
費
　
壱
百
円

（
入
会
時
）

一
終
身
会
費
　
壱
千
円

第
十
三
条
　
本
会
の
会
計
年
度

は
八
月
一
日
に
始
ま
り
、
翌

年
七
月
三
十
一
月
に
終
る
。

第
十
四
粂
　
会
員
は
住
所
、
其

他
の
兵
制
あ
る
場
合
は
直
ち

に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

ヽ

　

0

第
十
五
粂
　
本
会
則
の
改
正
は

捻
会
の
決
議
に
ょ
る
。

付
則一
各
地
区
に
支
部
を
置
く
事

が
出
来
る
。

一
本
会
則
は
、
昭
和
二
十
七

年
八
月
三
十
日
よ
り
施
行
す

る
○

（
昭
和
八
年
二
月
十
一
日
制
痘

同
二
十
二
年
八
月
十
八
日
改
正

同
二
十
七
年
八
月
三
十
日
改
正

同
三
十
三
年
八
月
三
日
一
瓢
改

正
、
同
三
十
六
年
八
月
五
日
一

部
改
正
）編

集
後
二
記

∇
こ
1
に
石
桜
同
窓
会
報
創
刊

号
を
お
く
り
ま
す
。

沼
川
武
男
氏
他
数
氏
か
ら
も

御
者
稿
あ
り
ま
し
た
が
、
紙
幅

の
関
係
で
次
号
に
娼
し
ま
す
か

ら
御
諒
承
ね
が
い
ま
す
。

∇
本
紙
の
題
字
揮
竜
は
戸
抱
先

生
に
お
戚
い
し
ま
し
た
。

日
時
氏
の
稿
「
大
空
施
し
（
た

い
く
う
あ
ん
）
は
、
初
代
学
校

長
鈴
木
早
苗
氏
の
号
、
御
味
読

く
だ
さ
い
。

∇
次
号
は
更
に
充
実
し
た
も
の

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
支
部

情
報
等
お
寄
せ
下
さ
い
。
尚
本

紙
に
つ
い
て
お
気
付
き
の
点
等

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
御
示
故
ね

が
い
ま
す
。
　
　
〔
汚
在
家
）

なんでしょうか？ 1 1．4 2 2．8　4 5．6 8 ・11 16 22

カメラの紋日もりです。この数字の関係は倍倍となり
ます。育ひかえると絞 8 壷 と絞 5・6志 の罪光指

定は等しいということです。知っている人にはわかり

切ったことですがカメラの紋について一首＝‥
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